




令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（①－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．前川町政２期８年の成果とさらなる発展への思いを問う 

（１）８年前、「住民の声を聞く町政」への転換を求める運動の広がり

のもと、前川町政が誕生した。「住民の声を聞く町政」への期待

は、①住民要求に根差した施策の実現 ②事業や施策の決定、実

施までの過程での住民参加 にあると考える。この２つの観点に

ついて、ご自身の評価はいかが。 

（２）「自然豊かな子育てのまち」「環境のまち」「健康のまち」のそれ

ぞれについてはいかがか。 

 

２．町営バスについて 

（１）「済生会病院や西山天王山駅に行けるように」との町民の要望を

うけて、長岡京市と協議していると聞いているが、進捗はいかが

か。 

（２）国の補助金を活用して、もう１台の車両を購入することになっ

ている。2 台での運行スタート時期はいつか。その際のルート案

を問う。 

 

３．子どもの権利条約を活かすまちを目指して 

（１）「第 3 期大山崎町子ども・子育て支援計画」によれば、「子ども

の権利条約」の趣旨理解のための授業を実施するとされている。

実施状況を問う。また、子どもが学んだことを保護者にも共有

し、子どもの権利について知ってもらう機会としてはどうか。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（①－2／2） 
 
     
 
 
 
 

（２）「遊び」や「休息」は、心身の健やかな発達や人格形成に不可欠

であるとして、子どもの権利条約３１条に位置づけられている。

酷暑のもとで奪われている遊び（権利）を保障する環境整備につ

いて、子ども自身の意見も聞いて検討することを求めるがいかが

か。 

（３）子ども・子育て支援計画や、町総合計画に「子どもの権利条約

の認知度」の数値目標を定め、普及、啓発、理解促進の取り組み

を強化することを求めるがいかがか。 

 

４．国際平和に寄与するとりくみ 

  大国による、国際法違反の「力による支配」が横行する今、平和

につながるとりくみとして、市民レベルでの国際交流は意義あるも

のと考える。子ども、大人を問わず、様々な国に友人を持つことを

目指し、まずは、本町に在住、在勤する海外出身の方との交流事業

を行ってはどうか。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（②－1／1） 
 
     
 
 
 
 

１．財政運営について 

（１）公共施設とインフラ資産の維持管理に要する財政負担にどのよ

うに対処するのか。 

（２）今後数年続くと考えられる人件費増加をどのように考えている

のか。 

（３）今後続く扶助費の増加額をどのように考えているのか。 

 

２．職員数について 

（１）職員数の適正数または目標数はいくらと考えているのか。 

（２）職員確保に向けた方策について問う。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（③－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．大山崎町の財政は好調で安定していると考えるが、町の認識を問

う。 

（１）２０２５年度決算では実質単年度収支が３億円を超えている。

財政は好調と考えるがいかがか。 

（２）２０２６年度補正予算では、地方交付税や繰越金など、良好な

数値が表われている。財政の健全性が維持されると考えるがいか

がか。 

（３）２０２３年３月議会の資料で示された中長期財政計画における

２０２５年度の数値と２０２５年度決算を比べて、財政状況は大

きく上振れしていると考えるが、いかがか。 

 

２．子どもと教育を大切にする施策を問う。 

（１）不登校や登校しにくい児童・生徒が増えている。子どもの発達

や家庭環境が影響しているとの見方があるが、子どもたちにとっ

て、楽しくて行きたい学校になっていないことも原因ではないか

と考える。学校では「子どもたちが楽しくて行きたくなる学校」

に向けて、どのような話し合いや取組がされているのかを問う。 

（２）学ぶ楽しさを通して自己肯定感を育てるとともに、集団で行動

することで相手のことを考え自分の行動を決めるというつながり

合う力を育てる学校の役割について問う。 

① タブレットによる教育や学力テスト偏重が学力低下につながっ

ているとの批判がある。北欧などで学校においてタブレット利用
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（③－2／2） 
 
     
 
 
 
 

を中止している報告もあるが、文部科学省は電子教科書の活用な

ど、さらにタブレット利用を進めようとしている。直接、文字を

読んだり書いたりすることが大切と考えるがいかがか。 

② 教育課程が多すぎて休み時間が十分に確保されていないことが

子どもたちのつながる力を弱めていると考える。子どもの声を聞

いて子どもが楽しく通える学校にする取組を求めるがいかがか。 

③ 学校の施設改修で学びやすさ、遊びやすさを高めることを求め

るがいかがか。 

④ 小学校の広島への修学旅行の取組が新聞に出ていた。多様な学

びを保障するため、かつて全額を大山崎町が補助していた修学旅

行費用の補助を復活することを求めるがいかがか。 

 

３．１年足らずの間に１８,０００品目を超える値上げがあったと報道

されている。住民に最も近い自治体である大山崎町のくらし応援施

策を問う。 

（１）大山崎町では高い水道料金が長年続いてきた。京都府営水道の

負担水量削減が決まった。企業が使うとされた府営水が使われ

ず、住民の水道料金の負担となってきたものが見直された。府営

水負担水量削減の効果や近年増えている企業からの税金を活用し

て、水道料金の住民負担軽減を求めるがいかがか。 

（２）大山崎町独自の財源で物価高騰対策を行うことを求めるがいか

がか。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（④－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．未来を担う子どもたちに誇れる大山崎町を目指して 

（１）安心・安全な道路環境について 

① 府道・町道における路面標示や区画線等の点検は、どのような方

法・頻度で行っているのか。 

② 薄くなった、または消えかかった路面標示等を把握した場合、ど

のように対応しているのか。 

③ 子どもや高齢者等の安全を守るため、道路安全対策を見直す考え

はないのか。 

（２）子どもたちに誇れる未来の町づくりについて 

① 子どもたちが安心して成長し、将来も住み続けたいと思える町づ

くりを具体的にどのように進めていく考えか。 

② 10 年後、20 年後を見据え、未来を担う子どもたちにどのような

大山崎町を引き継ぐ考えか。 

 

２．大山崎町の未来を見据えた持続可能な財政運営について 

（１）複合化施設整備と財政負担について 

① 複合化施設整備の総事業費と今後の財政負担を現時点でどのよう

に見込んでいるのか。 

② 完成後の維持管理費等を含め、中長期的な財政負担をどのように

捉えているのか。 

（２）将来世代に責任を持つ財政運営について 

将来世代に過度な負担を残さないため、今後の財政運営におい
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（④－2／2） 
 
     
 
 
 
 

て何を最も重視していく考えか。 

 

３．説明責任と信頼される町政運営について 

（１）説明責任と情報発信について 

① 政策について、住民及び議会への説明責任をどう果たしていく考

えか。 

② 町長自身による SNS 等での情報発信について、正確性を確保

し、誤解を招く情報等を発信した場合はどのように対応するの

か。 

（２）町政への信頼回復について 

① 町長は、これまでの町政運営をどのように評価し、総括している

のか。 

② 今後、住民から信頼される町政を築くため、どのような姿勢で町

政運営に取り組むのか。 

 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑤－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．災害対策について 

（１）防災に於けるデジタル技術の活用について現状はいかがか。 

（２）町として給水車をもつことが必要と考えるが、検討状況はいか

がか。 

（３）耐震化アクションプログラムの進捗はいかがか。 

（４）京都府は災害備蓄の必要量を１日分から３日分に見直し、重要

備蓄品も追加をした。令和 7 年９月議会質問後の本町の進捗はい

かがか。又、町の食料備蓄率について現状を問う。 

（５）家庭での備蓄率を上げる為の工夫として、避難訓練時等で実際

に備蓄品をモデルケースの家庭に応じた必要数の展示や、備蓄品

が購入できる等考えてはいかがか。 

（６）災害時に情報格差が出ない仕組みについて現状を問う 

（７）自治会や自主防災組織との連携について。災害時に要配慮者や

独居の方の状況を共有出来るしくみが必要と考えるが、いかが

か。 

（８）仮設トイレ提供など、令和 5 年 10 月 20 日以降災害応援協定以

降の状況はいかがか。 

（９）災害時避難所運営まで職員の手が足りないことが想定される。

避難所運営について、避難所運営を防災士や地域住民、自主防災

組織が主体となるように、例えば校区ごとの避難所運営マニュア

ルを作成してはいかがか。 

（１０）減災対策として有効な感震ブレーカー設置補助等検討しては
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑤－2／2） 
 
     
 
 
 
 

いかがか。 

（１１）ハザードマップの見方や、防災グッズ作成、家具転倒防止等

の啓発を更に進めることが重要と考えるが、今後の計画はいか

がか。 

 

２．複合施設について 

（１）複合施設の名称や利用時間、開設日数、料金など運営面につい

て庁内での検討状況はいかがか。 

（２）新たなコミュニティの場として、これまで利用されていた方

や、利用機会が少なかった方も利用し易い施設となるよう、住民

も運営について参画出来るよう進めて頂くことを求めてきたが、

いかがか。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑥－1／5） 
 
     
 
 
 
 

１．当町の町長と議員の同時選挙の投票日１０月１８日(日)として発

表されたが、早速違法事案が派生している。 

【説明】 

  小倉橋の手摺に等身大の顔写真と井上博明表示の大看板３枚を立

て、本人８月５日７時８分ドライブレコーダーに記録された姿で通

行者に声を掛け、顔を上下でお願いアピールについて。 

（１）公共物に私的看板表示はあり得ない。選管担当の是非を問う。 

   違法か又は違反か答弁を求める。 

  ※当該人は７月３０日付の地元新聞に町長選挙出馬掲載である。 

   ズバリ事前運動に該当の可否判断を示せ。 

【説明】 

更に８月４日(火)７時２１分の写真は、当町のふるさとセンターの

敷地の手摺に等身大を上まわる看板と本人のＰＲ写真。可か否か 

  尚、一連の写真について、既に選管の担当部署並びにイチ国民の

義務として向日町署に届けとする。 

  仮にやった事は交通切符と同じ、相当の処置は言うまでも無い。 

（２）ズバリこのパターン事前の申請があれば可か否か。 

（３）選管としてこうした違反問題事案について、その都度所轄署へ

の届け・報告の有無を問う。 

（４）そもそも町の施設であり、事前のスペース利用の申請の有無を

問う。尚、この地は直線なので車のスピードは速い。且つ駅へと

カーブとなる。且つＰ営業の出入りを考慮すべき。 

町長 

選挙管理委

員長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑥－2／5） 
 
     
 
 
 
 

２．５月２６日(火)１４時３０分に西法寺久保川１号線上角のポンプ

稼働を確認した。イコール町内の全台所から天然水は消えたまま既

に９月である。従って満３ヶ月間当町の説明で７枚の田に一方的最

優先で天然水の先盗りである。 

☑ 従って全町民の台所の原水はどこからなのかについて、当町の

水道担当者の答弁は、「そこらへんの水」となる。 

☑ ズバリ桂川の浸透水＝全京都市方面から汚れた PFAS 混入度

UP の報告もある。 

☑ これぞ前川光共産一体化町政になんと大山崎クラブ等々同調。  

一体化の実態に批判の声多数は当然。 

（１）直ちに該当のポンプの鍵を役場に回収すべきは当然として答弁

を求める。 

（２）某町民さん、台所の天然水を奪う為のポンプ代２千万円も奪う

形で全町民の財布から盗った形とどう異なるのか。 

☑ これぞ前川光共産現職の指揮は許せない旨の怒りは大きく声多

い。まともな反論できるのか？答弁を求める。 

 

３．都市計画税の創設・増税の真実は前川光であり、実は悠々として

手続きを進め増税した事業。８年間ヤラズの実態は、ペテン師との

怒りも聞く。尚、町道１号線ヤラズ。やったのは玉突きのみの評。

怒りの声聞く。答弁を求める。 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑥－3／5） 
 
     
 
 
 
 

４．前川光８年間役場定時間業務時間中の玉突きの実態は、汗を流し

納税する人々の気分はいわいでもである。 

  前川光は、８年間の報酬５０％相当額を直ちに返還せよの声があ

る。即実施を求める。大山崎町の恥と言われている。 

  尚、前川共産与党にも関わらず８年間玉突きを止めずの共産の実

態。存在理由？社会では共犯と同じ解釈となる。 

（１）前川光共産玉突き８年間のペナルティー返還について、直ちに

現職の報酬から５０％返還を求める。答弁を。 

 

５．前川光欠陥複合公民館の欠陥部分とは、２階部分の避難の人々の

フロア、ズバリ数センチ高の浸水の可能性があります。 

  ６２０名様が横になれず立ちん坊、あり得ない。定数と発表につ

いて、次へ 

（１）公民館前海抜１３、７ｍ＋ハザードマップにプルー浸水表示５

ｍである。合計１８、７ｍが浸水高である。 

   尚、既に答弁で公民館の２階フロアの床面表面が５ｍと説明し

た。せめて数十センチ高とすべきをヤラズ。既に手遅れだ。答弁

を求める。 

 ☑ ズバリ今更本設計のやり直し出来ない～数億円ロスとなる為。 

   前川光共産故にの話。歯痒い。 

 ☑ ズバリ浸水の状況によって前川光欠陥避難所となる。 

   答弁求めるも合理的まともな答弁できずの態。 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑥－4／5） 
 
     
 
 
 
 

６．大山崎区民浸水難対象２３２０戸。約５６００名並びに下植野住

戸の皆さんの避難について 

（１）マイカーのある方は、ペットも大切な家族。皆で高い場所へと

移動すべき。中の池パーキングスペースが待っている。 

   ズバリ雷・暴風・豪雨の中、徒歩は大変危険なので、中の池ス

ペース１７１６坪・Ｐ３５０～４００台スペースを大山崎区の

方々は待望している。ＶＳ の形が前川光はこれを売却で、私的

友人に売却果実をプレゼントの公言である。大山崎区民の事眼中

無いの態である。答弁を求める。 

 ☑ 車避難スペース必要である。 

ズバリ中ノ池の売却で適地スペース無しとなる。 

前川光共産現職によるズバリとは、該当区にひたすら忖度。プ

レゼント。中の池は大山崎区の車での避難地である。 

７．中の池は(元)久保川であり天下の官地である。(前)総務部長が当

議場で答弁している。従って該当区所有の根拠ない。どうやら前川

共産現職の単独の勝手で横暴、単独一人の実態は、大山崎区の方々

の失望と指摘する。答弁を求める。 

 ☑ 係る保存版の項目として説明する。 

 事実⑴ 本議場答弁記録に、中の池は(元)久保川官地の答弁である 

ＶＳ 前川現職による官地を無視。単独判断によって私的該 

当先に資金供与の為の売却指揮に反対する。訴訟対象となる。 

☑ そもそも本町の財産区は法律に基づかない非公式の区である。

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑥－5／5） 
 
     
 
 
 
 

本来あり得ない忖度の実態である。私的な単なる団体に分厚い私

的忖度を与え続けている現状の前川共産には必ず有権者が可否を

判断される。 

☑ 本来中の池だけの問題であり、南側の沿う公園は、該当区と全

然関係ない遊園と命名されて分譲。元の「府」からの当時全円団

に謝恩として記念プレゼントの同、登記簿の備考欄に寄贈の明記

あり。ズバリ全円団の分譲の購入者へのルーツである。該当区、

無関係である。 

☑ 売却を前川が推し進めるとなると個人の判断の間違いは、係る

前川個人となる。ここに重要な足跡として残る。前川への弁済訴

訟はその時の町政である。又は有志の町民の会？かも・・・？ 

   従って議会では見当違いであるとして、反対の立場を会派「の

ぞみ」明確とする。 

８．西法寺久保川１号ポンプ付近に、半分規模の天然水の浄化システ

ムの新規構築を提案する。非常に簡便で且つ安心・安価の天然水を

即配水場へと万歳解決とする。答弁を求める。 

☑ 尚、ポンプはそのまま使用可である。 

 ☑ 尚、現状の田畑への水量について、一括して町管理とします。 

 ☑ 尚、夏目現状については、放棄で管路と合わせて約２０億円の

リスクカットとなる。 

 ☑ 尚、夏目のポンプが入用とすれば、そのまま農家に差し上げる

方策も可では・・・？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑦－1／1） 
 
     
 
 
 
 

１．前川町長の 2 期 8年の行政運営について 

（１）町長自身の自己評価点を 100 点満点中何点か伺う。具体的に、

１，公約の実現性、２，議案の可決数と否決数の数値化、３，ト

ップとしての説明責任（住民・議会・職員に対して） 

（２）職員の異常な退職者数に関してのトップとしての認知度と対策

を問う。 

（３）事業の進め方について問う。 

（４）財政破綻するような中長期財政計画を提示されているが、本町

の将来をどのように見ているのか率直に伺いたい。 

町長 

 

15



令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑧－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．町道に貸与している私有地について 

（１）大山崎町は高度成長期に人口増加し、町道整備を急速にすすめ

た。当時は私有地を買い取るのでなく無償貸与で対応された。こ

のような事案が複数あるように聞いています。この事態をどのよ

うに認識しているか。 

（２）その当事者より、「このような状態で相続を繰り返すのでなく、

自分の時代に決着をつけたい」と言われています。具体的な対策

をどのように講じるのか。 

 

２．町が事務局を担っている組織事務について 

「青少年育成協議会」や「社会を明るくする運動」「ときめきチャ

レンジ推進事業」など町役場職員が事務局を担っている組織がいく

つかあります。住民にとって有利な事であり推進すべきと思います

が、職員の交代もある中でこの事務に対する規則等はどうなってい

るのか。 

 

３．一般会計予算決算について 

（１）令和８年一般会計補正予算において繰越金 244,803 千円が計上

されている。大山崎町中長期財政計画（R8.4.27 複合施設特別委

員会）でも令和８年以降も毎年２億１千万円を計上している。こ

の繰越金は、基本的には毎年度の決算によって生じる「結果とし

ての余剰金」であり、中長期財政計画であらかじめ計画的な歳入

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

教育長 

 

 

 

 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑧－2／2） 
 
     
 
 
 
 

として見込むべき性質のものではない。仮にそうした「余剰金」

を計画的に見込めるのであれば、住民に還付・還元することや事

業（住民サービス）の充実を図るべきであると考えるがどのよう

に認識しているのか。 

（２）住民満足度の観点からも、毎年の多額の繰越金を少なくする対

策をどのように講じるのか。 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑨－1／1） 
 
     
 
 
 
 

１．職員不足と持続可能な行政運営について 

職員の退職・不足の現状と要因をどのように認識しているのか。

また、人材確保・育成、専門職員の確保、国・京都府・近隣自治体

との人事交流等を含め、持続可能な行政運営と役場改革をどのよう

に進めるのか問う。 

 

２．町民の命と暮らしを守る行政の危機管理について 

事故・重大事案を未然に防止するための内部管理・責任体制につ

いて問う。また、事故等発生時の情報共有、管理職・町長の関与、

再発防止及び新たな行政サービスにおける安全・リスク管理につい

て、町の考えを問う。 

 

３．将来を見据えたまちづくりと地域資源を活かしたインフラ整備に

ついて 

将来の大山崎町につながる新たな政策や、次世代に残す「種」を

どのように考えているのかを問う。 

町長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

町長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑩－1／2） 
 
     
 
 
 
 

１．円明寺が丘団地の将来について 

（１）今年度の「円明寺が丘団地再生検討支援事業」について問う。 

（２）円明寺が丘団地の高齢化が進んでいる。若い人の転入・定住を

促進するため、住宅リノベーション助成制度を実施してはいかが

か。 

（３）円明寺が丘団地におけるコミュニティ形成について、自治会が

中心となって進められてきたが、町としても一定の財政的・人的

支援を行うことを求めるがいかがか。 

（４）町として、例えば長期修繕計画作成を支援するなどの体制を整

え、寄せられる住民の悩みに応じられるようにしてはいかがか。 

（５）「円明寺が丘団地再生検討支援事業」の中で公社 4Ｆ建ての屋上

防水や塗り替え、ベランダ手すりの更新時期などが一定明らかに

なった。さらに情報を集め、管理組合ごとに整理して住民同士が

情報共有できるようにしてはいかがか。 

（６）町として、高齢者が安心して住み続けられる円明寺が丘団地を

つくるために、住宅だけでなく、移動支援、買い物支援、見守

り、地域活動なども含めた総合的な支援を求めるがいかがか。 

 

２．酷暑での生徒及び児童の登下校の負担軽減について 

（１）中学校までの通学距離に応じて、自転車での通学区域を設けて

はどうか。 

（２）町としてランドセルに装着できる保冷剤を配布すると共に、学

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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令和８年大山崎町議会第３回定例会一般質問（⑩－2／2） 
 
     
 
 
 
 

校に保冷剤を冷やすための冷凍庫を設置してはどうか。 

（３）この間、習字道具、絵の具セット、数図ブロックなど共用可能

な物は学校備品とするよう求めてきた。学校現場との協議の進捗

について問う。 
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